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鳥
取
県
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工
労
働
部

菖

山

根
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本
年
１
月
１
日
付
け
で
、
鳥
取
県
商
工
労
働
部
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
厳
し
い
経
済

上
屋
用
情
勢

の
中
で
す
が
、
本
県
の
経
済

上
屋
用
対
策
に
全
力
で

取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻

く
葉
境
は
、　
一
昨
年
の

金
融
危
機
以
降
の
経
済

情
勢
の
悪
化
、
更
に
は

事
業
仕
分
け
に
よ
る
大

幅
な
補
助
金
削
減
筆
、

か
つ
て
な
か

っ
た
程
の

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。現

役
世
代
の
一屋
用
が

危
ぶ
ま
れ
る
中
で
、
高

齢
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
に
関
し
て
は
、
短
期
的
に

は
困
難
な
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
労
働
力
の
減
少
は

不
可
避
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
様
々
な
技
能
を
培

っ
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
果

た
す
役
割
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
会
員
の
世
代
交
代
に

伴
い
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
は
以
前

に
も
増
し
て
、
多
様
な
方
向
性

を
持

っ
て
き
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、

従
来
の
請
負
事
業
等
に
加
え
、

労
働
者
派
遣
事
業
も
手
が
け
ら

れ
る
な
ど
、
内
外
の
状
況
変
化

に
伴
い
、
適
切
に
対
応
し
て
き

て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
セ
ン
タ
ー
と
会
員

の
皆
様
が

一
丸
と
な

っ
て
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
に
応
じ
た
運
営
の
方
向
性
を
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と

を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役

割
の
重
要
性
を
十
分
理
解
し
、
今
後
と
も
積
極
的
に

支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会

の
益
々
の
御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
御
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

螂
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新
侮
理
事
長

の
接
拶

徹
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

安

達

幸

男

こ
の
度
、
６
月
８
日
付
で
理
事
長
と
し
て
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
余

る
光
栄
と
同
時
に
、
重
い
責
任
を
感
じ
て
い
る
と
こ

鶏

　

ろ
で
あ
り
ま
す
。

需
　
　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
意
思

報
　

を
大
切
に
さ
れ
た
前
、
田
子
理
事
長
の
想
い
を
引
き

会
　

継
ぎ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
最
善
を

尽
く
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
前
任
者

同
様
ご
指
導

。
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

今
日
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
行
政

改
革
と
い
う
名
の
も
と
に
、
国

・
町
か
ら
の
補
助
金

の
削
減
、
景
気
後
退
に
よ
る
企
業
か
ら
の
撤
退
と
、

大
き
な
波
が
押
し
寄
せ
て
お
り
、
大
事
に
至
ら
な
い

ま
で
に
と
、
我
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

機
構
改
革
と
い
う
防
波
堤
を
築
き
上
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る

「自
主

。
自
立

・
共
働

・
共
助
」
の
も
と
に
、
役
職
員

・
会

員
が

一
体
と
な

っ
て
知
恵
と
工
夫
を
出
し
合
い
、
魅

力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
構
築
と
、
強
い

基
盤
の
確
立
を
目
指
し
、
懸
命
に
頑
張

っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
今
荒
れ
狂
う
大
き
な
波
の
中
で
、
ど
う
し

て
も
避
け
た
い
の
が
事
故
で
ご
ざ
い
ま
す
。
安
全
就

業
は
シ
ル
バ
ー
事
業
遂
行
の
基
幹
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
地
域
か
ら
の
信
頼
を
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
安
全
就
業
の
意
識
の
高
揚
と
徹

底
を
図
り
、
真
剣
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
の

思
い
が
、
こ
の
度
の
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会
よ
り
安
全
就
業
優
秀
賞
受
賞
に
つ
な
が

っ

た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
会
員
の
協
力
の
賜
物

と
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、
引
き
続
き
安
全
就
業

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
事
業
を
遂
行
す
る
上
で
、
大
切
な
も
の
が

信
用
で
す
。
中
国
の
孔
子
の
言
葉
に
、
国
を
治
め
る

に
は

「武
器

・
食
料

・
信
用
」
を
大
切
と
す
る
「
治

国
三
要
」
が
必
要
で
、
中
で
も
、
ど
う
し
て
も
残
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
信
用
だ
そ
う
で
す
。

「信
な
く
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
成
り
立

た
ぬ
」
を
教
訓
と
し
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
、
更
に
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
が
共
に
助

け
合
い
、
健
康
で
楽
し
く
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
、
私
た
ち
の
果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
共
に
元
気
で
働
く
仲
間
が
増

え
、
地
域
の
活
性
化
と
活
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
目
指
し
、
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

徹
大
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

近
藤

昭
夫

去
る
５
月
２８
日
の
通
常
総
会
に
お
い
て
理
事
に
選

任
さ
れ
、
理
事
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な

り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
昨
年
後
半
の
米
国
の
金
融
機
関
の
破
綻
を
契
機

と
し
て
、
全
世
界
に
不
況
の
波
が
席
捲
し
、
本
年
に

入
リ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
財
政
破
綻
の
国
が
発
生
し
、

大
変
な
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
我
が
国
に
お
い
て
は
国
も
地
方
自
治
体
も
　

倒

緊
縮
財
政
で
あ
り
、
そ
の
上
、
政
権
交
代
に
よ
る
変
　
く

革
も
あ
り
、
先
の
見
え
な
い
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
に
よ
る
公
共
関
係
の
請
負
の
削
減

・

事
業
仕
分
け
に
よ
る
補
助
金
の
縮
減
等
々
難
問
は
山

積
み
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
理
事
長
の

要
職
を
授
か
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
も
、
大
山
町
で
は
平
成
２２
年
６
月
１
日
現
在

人
口
が

一
万
八
千
三
百
十
三
名
で
、

２０
年
後
は

一
万

三
千
八
百
九
十
名

（６５
歳
以
上
４０
％
）
と
試
算
し
て

お
り
、
人
口
の
減
少

・
少
子
高
齢
化
が
加
速
的
に
進

み
、
集
落
の
存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
地
域
の
担
い
手
の
中
核
に
な

っ
て
、
地
域
の
活



性
化
に

一
役
買
う
良
い
機
会
で
は
な
い
か
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
役
場

。
社
会
福
祉
協
議
会

・

商
工
会

・
観
光
協
会
等
と
連
携
し
、
企
画
提
案
に
よ

る
事
業
運
営
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
最
重
要
課
題

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「自
主

・
自
立

・
共
働

・
共
助
」

の
基
本
理
念
の

も
と
に
会
員

・
役
職
員

一
丸
と
な

っ
て
会
員
の
獲
得
、

就
業
の
開
拓
等
に
更
に
意
を
注
ぎ
、
働
く
意
欲
の
あ

る
健
康
な
高
齢
者
が
生
き
甲
斐
を
も

っ
て
活
躍
で
き

る
長
寿
社
会
を
目
指
し
て
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
各
種
団
体
の

ご
支
援

・
ご
協
力
を
強
く
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

日
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

恩

田

孝

雄

平
成
２２
年
度
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事

長
に
専
任
さ
れ
、
今
後
の
方
向
性
に
ど
う
向
き
合

っ

て
い
く
べ
き
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第

一
に
会
員
を
増
や
す
。

第
二
に
安
心
安
全
な
事
故
の
な
い
作
業

第
二
に
会
員
相
互
の
関
係

・
賃
金
等
の
こ
と
も
あ

ろ
う
が
、
共
に
手
を
つ
な
ざ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
少
し
で
も
よ
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
け
る
よ

う
に
と
思
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

日
南
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

矢

吹

隼

之

こ
の
度
、
日
南
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理

事
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
全
く
何
も
分
か

ら
ず
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
と
思
え
ば
、

鳥
肌
の
立

つ
思
い
で
す
。

諸
先
輩
方
の
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
道
を
し

っ
か
り
と

見

つ
め
、　
一
年
生
に
な

っ
た
気
持
ち
で
任
期
期
間
を

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
日
南
町
は
、
県
内
の
十
分
の

一
の
広
大

な
面
積
を
持
ち
な
が
ら
、
過
疎
高
齢
化
率
は
全
国
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。
会
員
も
、

設
立
当
初
は
百
人
以
上
で
し
た
が
、
現
在
は
８０
人
を

割
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。
会
員
全
体
が
高
齢

と
な
り
脱
退
者
も
続
出
し
、
新
入
会
員
は
年
に

一
人

か
二
人
と
苦
し
い
運
営
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
も
腕
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
町
内
各
支
部
か
ら
の
理
事
の
皆

さ
ん
に
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
策
を
練
り
、
積
極
的

に
会
員
の
拡
大
を
図
り
、
町
内
の
保
護

。
安
全
を
呼

び
か
け
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
内
各
位

・
先
輩

・
仲
間
の
皆
さ
ん
、
私
た
ち
日

南
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
、
微
力
で
前
途
多

難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
歯
を
食
い
し
ば

っ
て
険
し
い

崖
を
よ
じ
登

っ
て
い
く
よ
う
に
頑
張
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
温
か
い
輪
の
手
を

差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
い
。

明
日
の
日
南
町
を
、
鳥
取
県
を
守
る

一
員
と
し
て

加
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
い
た
し

ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
書

基

本

方

針

少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
社
会
が
進
行
す
る

中
で
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
と
し
て
、
多
様
な
形
で

社
会
参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は

一
層
重
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
国

・
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
改

革
の
加
速
化
に
よ
る
補
助
金
の
見
直
し
を
始
め
、
昨

年
実
施
さ
れ
ま
し
た
政
府
に
お
け
る

「事
業
仕
分
け
」

・期

　

の
名
の
下
の
予
算
要
求
額
の
縮
減
な
ど
先
行
き
不
透

需

　

明
の
中
、
事
業
運
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

報
　

増
し
て
お
り
ま
す
。

会
　

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
自
主
的

・
自
立

的
な
運
営
基
盤
の
強
化
を
は
じ
め
、
時
代
の
要
請
に

的
確
に
対
応
す
る
刷
新
強
化
が

一
層
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
の
政
策
プ
ラ
ン
に
連
携
し
て
実
施

す
る
、
教
育

・
子
育
て

・
介
護

。
環
境
分
野
の
企
画

提
案
方
式
事
業
の
推
進
を
行
う
ほ
か
、
企
業
等
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
高
齢
者

。
団
塊
世
代
の
専
門
知
識

・
能
力
を
活
か
す
こ
と
と
、
適
正
就
業
の
観
点
か
ら

も
、
シ
ル
バ
ー
登
録
会
員
に
よ
る
労
働
者
派
遣
事
業

の
更
な
る
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

事
業
裏
沌
計
画

一　
安
全

。
適
正
就
業
推
進
事
業

「安
全
が
全
て
に
優
先
す
る
」
こ
と
を
念
頭
に

次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

日
　
安
全

・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

日
　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
担
当
者
会
議
の
開
催

日
　
安
全
就
業
研
修
会
の
開
催

回
　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
に
よ
る
巡
回
相
談

普
及
啓
発
事
業

田
　
連
合
会
機
関
誌
の
発
行

（年
二
回
）

日
　

ンヽ
ル
バ
ー
事
業
普
及
啓
発
月
間

（十
月
）
の

行
事

ロ
　
ポ
ス
タ
ー
、
各
種
普
及
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成

・
配
付

回
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

就
業
開
拓
事
業

田
　
就
業
機
会
開
発
推
進
委
員
会
の
開
催

□
　
就
業
開
発
推
進
員
の
配
置

ロ
　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
就
業
機
会
開
発
員
の
配
置

交
流
研
修
事
業

l_ll― l

鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
経
験
交
流
大
会

連
合
役
職
員
研
修

ン
ル
パ
ー
派
遣
事
業

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
推
進

派
遣
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
実
務

を
中
心
と
し
た
研
修
会
の
開
催

事
務
の
連
合
会

へ
の
集
中
化

福
祉

・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

研
修
会
の
開
催

普
及
啓
発

指
導
相
談
事
業

最
終
年
度
と
な
る
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
活
性
化
計
画
の
推
進

九
　
企
画
提
案
方
式
事
業

実
施
セ
ン
タ
ー

硼
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（単
独
型
複
合
分
野
～
介
護

・
子
育
て
）

（単
独
型
複
合
分
野
～
教
育

。
子
育
て
）

硼
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（単
独
型
複
合
分
野
～
介
護

・
子
育
て
）

佃
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（単
独
型
単
独
分
野
～
介
護
）

（単
独
型
単
独
分
野
～
子
育
て
）

十
　
ン
エ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
推
進

田
　
技
能
講
習

①
　
長
期
講
習
　
十
五
会
場
講
習
人
員
三
百
四

十
人

②
　
短
期
講
習
　
五
会
場
講
習
人
員
九
十
五
人

十

一　

ン
エ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
推
進

四五八 七 ブヽ

l~ll― l l~l←

(5)



平成221斧IEン
=′ワークブ

ー
ロ|グラム・地1域1事1暴―

案―施1計画

会 報 需 珂R

シエアワークプログラム地域事業 |よ 、 (社 )鳥取県シルバー人材センター連合会が活動拠点の協力

のもと、多種クタ様な技能講習を事業主団体と連携をlよかりながら実施する事業です。

講習の種類 lよ、長期講習 (40時間を超える講習)と短期講習 (20時間を超え40時間迄)の 2種

類となります。

平成22年度 lよ、長期講習 15回 (介護講習3回を含む)、 短期講習5回を計画 し、順次実施してお

ります。

1.長期講習

2.短期講習

技能語習

経理事務補助 鳥取会場 5月 ]]日 ～ 5月 21日 9日 間 25名 25名 23名
経理事務補助 米子会場 6月 8日～ 6月 18日 9日間 25名 25名 23名
農業支援 米子会場 6月 ]5日～ 12月 3日 ]1日 間 20名 20名
造園アシスタン ト] 鳥取会場 6月 21日～ フ月 1日 9日間 30名 30名 29名
造園アシスタン ト] 米子会場 フ月 2日 ～ フ月 14日 9日間 25名 24名 20名
調理アシスタン ト 倉吉会場 8月 25日～ 9月 3日 8日間 20名
社会保険業務補助 米子会場 9月  1日 ～ 9月 ]0日 8日間 20名
警備業務アシスタン ト 鳥取会場 ]0月 5日 ～ 10月 15日 8日間 20名
社会保険業務補助 鳥取会場 ]O月 20日～ ]0月 29日 8日間 20名
造園アシスタン ト2 米子会場 10月 25日～ 11月 5日 9日間 25名
造園アシスタン ト2 鳥取会場 11月 8日～ 11月 18日 9日間 30名
社会保険業務補助 倉吉会場 11月 iO日 ～ 1]月 19日 8日間 20名
介護語習 (2級課程 )

訪間介護員養成研修 米子会場 6月 28日～ 8月 ]]日 24日 間 20名 20名 19名

訪間介護員養成研修 鳥取会場 8月 23日～ 10月 4日 24日 間 20名
訪間介護員養成研修 倉吉会場 9月 28日～ ]]月 ]]日 24日 間 20名

講  習  名 実施地区 講 習 日 程 講習日数 定 員 受講者 修了者

保育 。子育て支援 米子会場 フ月2フ日～ 8月 2日 5日 間 ]5名 24名 23名
経理事務補助 境港会場 8月 3日 ～ 8月 ]O日 6日 間 20名 20名 20名
造園アシスタン ト 智頭会場 8月 31日～ 9月 6日 5日 間 20名
造園アシスタン ト 南部会場 ]0月 13日 ～ iO月 19日 5日 F日] 20名
室内装飾アシスタン ト 北栄会場 ]月 24日～ 1月 28日 5日 間 20名

(6〕



平
成
盟
年
度

シ
エア
就
業
支
援
プ
ログ
７ム
事
業
実
施
計
画

鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
は
、

本
年
度
も
厚
生
労
働
省
鳥
取
労
働
局
の
委
託
事
業
で
、

『
シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業

（Ｓ
Ｓ
Ｐ
ご

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

企
業

・
団
体
等
を
退
職
し
た
幅
広
い
職
業
経
験
を

持

つ
５５
歳
以
上
の
方
の
多
様
な
雇
用

・
就
業
や
社
会

参
加
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
技
術

・
技
能

・
ノ
ウ
ハ

ウ
等
を
登
録
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
や
就
業

ニ
ー
ズ
と
企
業

・
事
業
団
体

・
地
域

コ

覗

　

ヽヽ
ヽ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
の
人
材

ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、

需

　

再
就
職
等
地
域
社
会

へ
の
参
加
を
支
援
す
る
も
の
で

報
　

す
。

会
　
　
具
体
的
に
は

―
―
―
―

ｏ
必
要
と
さ
れ
て
い
る
人
材
の
ニ
ー
ズ
調
査
の

実
施

ｏ
企
業

・
事
業
主
団
体
な
ど
に
対
す
る
人
材

ニ

ー
ズ
開
拓
の
実
施

ｏ
高
齢
者
技
術

・
技
能

・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
登
録

ｏ
企
業

・
団
体

・
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
が

必
要
と
す
る
人
材

・
技
術

・
技
能

・
サ
ー
ビ

ス
等
の
登
録

ｏ
高
齢
者
の
技
術

・
技
能
等
と
企
業
等
の
人
材

ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
実
施

ｏ
高
齢
者
の
求
職
相
談

・
求
人
情
報
の
提
供
に

よ
る
就
業
支
援

ｏ
就
業
支
援
講
座
の
実
施

ｏ
多
様
な
働
き
方
に
応
じ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
実
施

を
主
な
活
動
と
し
て
、
地
域
社
会
に
密
着
し
た
雇
用

・
就
業
や
社
会
参
加
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

【事
業
実
施
期
間
】

平
成
２‐
年
４
月
８
日
～
平
成
２２
年
３
月
３‐
日

【事
業
目
標
】

ｏ
登
録
者
数
　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
名
以
上

ｏ
登
録
者
２
屋
用
就
業
率
　
　
　
　
　
２０
％
以
上

ｏ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
や
就
業
支
援
講
座

へ
の

参
加
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５０
％
以
上

【事
業
実
施
計
画
】

ｏ
事
業
の
広
報

。
登
録
会
員
募
集

。
企
業

・
団
体

等
の
地
域
社
会

ニ
ー
ズ
調
査
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
な
ど
年
間
を
通
し
て
実
施
し
ま
す

が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
６
コ
ー
ス

・
セ
ミ
ナ
ー

開
催
６
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ｏ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ

米
子
会
場
　
定
員

一
〇
〇
名（１‐

月
上
旬
予
定
）

ｏ
セ
ミ
ナ
ー

鳥
取
会
場
　
８０
名
受
講

（６
月
実
施
済
）

〃
　
　
　
５０
名

（Ｈ
月
下
旬
～
１２
月
上
旬
予
定
）

倉
吉
会
場
　
５０
名

（８
月
２４
日
予
定
）

米
子
会
場
　
５０
名

（９
月
２９
日
～
１０
月
上
旬
予
定
）

〃
　
　
　
５０
名

（１
月
下
旬
予
定
）

〃
　
　
　
５０
名

（２
月
上
旬
予
定
）

【登
録
会
員
か
ら
の
相
談
】

ｏ
鳥
取

（東
部
）
地
区
　
第
２
火
曜
日

Ｈ
時
～
１２
時

ｏ
倉
吉

（中
部
）
地
区
　
第
２
金
曜
日

‐３
時
～
１４
時

ｏ
米
子

（西
部
）
地
区
　
毎
日

（平
日
の
み
）

１０
時
～
１２
時

《
前
日
ま
で
に
電
話
等
で
申
込
が
必
要
》

ま
た
、
登
録
会
員
の
希
望
に
よ
り
、
生
活
プ
ラ
ン

の
策
定

・
適
性
検
査
な
ど
に
よ
り
簡
単
な
キ
ャ
リ
ア

・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

:■i靱
|すO

鶴H支 観セ ミナー
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第

一
回
通
常
総
会

五
月
二
十
八
日
①
倉
吉
市
に
お
い
て
第

一
回
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
宇
野
連
合
会
会
長
挨
拶
に
続
い
て
、
議
長

に
硼
北
栄
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
日
置

勝
彦
氏
を
選
出
し
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

会 報 需 口R

議
　
案

第

一
号
議
案

硼
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
平

成
二
十

一
年
度
事
業
実
施
報
告
書
∩
及
び
収
支

計
算
書
側
に
つ
い
て

［監
査
報
告
］

第
二
号
議
案

硼
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
平

成
二
十
二
年
度
収
支
補
正
予
算
書
∩
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

佃
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
給

与
規
定
の

一
部
改
訂
∩
に
つ
い
て

安
全
・適
正
就
業
推
進
委
員
会

７
月
６
日

（火
）
倉
吉
市
で
開
催
。

議
題田

　
平
成
２２
年
度
安
全

・
適
正
就
業
推
進
事
業
実

施
計
画
に
つ
い
て

日
　
平
成
２‐
年
度
傷
害
事
故
等
発
生
状
況
及
び
安

全

・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
状
況
に
つ
い

て
平
成
２‐
年
度
活
動
拠
点
セ
ン
タ
ー
の
安
全

・

適
正
就
業
の
取
組
に
つ
い
て

安
全

・
適
正
就
業
憲
章
の
制
定
に
つ
い
て

そ
の
他

田 lttl)
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平
成
２２
年
度

安
全

・
適
正
就
業
研
修
会

平
成
２２
年
７
月
２２
日
欄
に
倉
吉
市
に
お
い
て
、
平

成
２２
年
度
安
全

・
適
正
就
業
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

宇
野
連
合
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
平
成
２２
年
度
の

安
全
標
語
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
北
栄
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
道
祖
尾
　
弘
光
氏
の

『な

ぜ
着
け
ぬ
　
安
全
装
備
は
　
家
族
の
願
い
』
が
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
、
他
に
入
選
５
作
品
、
佳
作
５
作
品

が
同
時
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

会 報 需 鶏

続
い
て
、
全
シ
協
総
会
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
安

全
就
業
優
秀
賞
の
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
、
同
じ
く
優
良
賞
の
境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
山
崎
年
憲
事
務
局
長
よ
り

『安
全

・
適
正
就
業

の
推
進
及
び
セ
ン
タ
ー
が
抱
え
る
課
題
と
対
策
に
つ

い
て
』

の
講
演
が
あ
り
、
午
前
の
部
を
終
了
し
ま
し

た
。

午
後
に
入
り
、
鳥
取
県
警
察
高
齢
者
交
通
安
全
教

育
指
導
員
の
松
岡
博
之
氏
に
よ
る

『高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
に
つ
い
て
』
の
講
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、

南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
安
達
幸
男
理

事
長
か
ら

『安
全
は
日
々
の
声
掛
け
か
ら
』
と
境
港

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
松
本
光
彦
事
務
局
長

か
ら

『安
全
就
業
に
つ
い
て
』
の
事
例
発
表
が
あ
り
、

最
後
に
全
員
で
安
全

・
適
正
就
業
宣
言
の
唱
和
を
行

い
、
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

〔9)



「優
秀
作
品
」

な
ぜ
着
け
ぬ

芸
各
集
備
は
　
察
族
の
願
い

竜
瓶
え
　
み
　
光

ω
北
栄
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「入
選
作
品
」

慣
独
仕
事
　
油
断
夫
敲
　
再
確
認

寺
　
吋
　
一二
　
那

田
鳥
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

一
瞬

の
　

は
の
隙
に

事
故
浩
む

乾
　
　
　
ケ
佐
夫

閣
鳥
稟
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

妄
仝
宴

吋
　
守
る
習
慣
　
事
故
は
な
し

坂
　
口
　
富
士
男

閣
鳥
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

気
を

つ
け
よ
う
　
仕
事

の
始
ま
り
　
終
わ
る
前

局ヽ
　
見
　
勝
　
子

側
大
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

奏
合
は
　
ふ
み
出
す
足
の
　

一
す
か
ら

中
　
井

　

一
　

染

側
境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「住
作
作
品
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

足
掛
け
た
　
ハ
シ
ゴ
を
も
う

一
皮
　
　
　
　
　
　
　
　
い

小
　
谷
　
博
　
エ

日
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

奏
仝
作
業
　
共
働

・
共
助
で
　
史
え
谷
え

小
　
原
　
萬
伎
子

側
分
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

そ
の
作
業
　
白
信
の
か
げ
に
　
事
故
ひ
そ
む

上
　
Ｗ
　
　
　
各

問
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

九
分
九
厘
　
終
わ

っ
た
後
に
　
事
故
洛
む

沖
　
谷
　
壽
　
亮

側
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
さ
あ
仕
事
！
」
　

互
い
の
顔
見
て
　
徒
泉
雅
熟

口
　
鍬
　
美
知
子

問
春
清
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

安
全
就
業
標
器
の
永
彰
作
品



第
２
回
通
常
理
事
会

平
成
２２
年
３
月
１５
日
側
米
子
市
に
お
い
て
、
平
成

２‐
年
度
第
２
回
通
常
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

議
案第

１
号
議
案
　
平
成
２‐
年
度
収
支
補
正
予
算
∞
に

つ
い
て

第
２
号
議
案
　
平
成
２２
年
度
事
業
計
画
∩
に
つ
い

て

第
３
号
議
案
　
職
員
給
与
規
程
の

一
部
改
訂
∩
に

つ
い
て

第
４
号
議
案
　
平
成
２２
年
収
支
予
算
書
∩
に
つ
い

て

第
５
号
議
案
　
理
事
辞
任
に
つ
い
て

報
告
事
項
に
つ
い
て

イ
　
平
成
２２
年
度
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
事

業
実
施
計
画
∩
に
つ
い
て

口
　
平
成
２２
年
度
シ
エ
ア
就
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

事
業
実
施
計
画
例
に
つ
い
て

ハ
　
平
成
２２
年
度
派
遣
事
業
実
施
計
画
∩
に
つ
い

て

二
　
平
成
２‐
年
度
事
業
実
施
状
況

・
実
績
概
要
に

つ
い
て

ホ
　
定
款
変
更
に
つ
い
て

第
２
回
通
常
総
倉

平
成
２２
年
３
月
２４
日
悶
米
子
市
に
お
い
て
、
平
成

２‐
年
度
第
２
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
議
長
に
問

大
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
林
原
彦

一
理
事

長
が
選
任
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案第

１
号
議
案
　
平
成
２‐
年
度
収
支
補
正
予
算
∩
に

つ
い
て

第
２
号
議
案
　
平
成
２２
年
度
事
業
計
画
∩
に
つ
い

て

第
３
号
議
案
　
職
員
給
与
規
程
の

一
部
改
訂
∩
に

つ
い
て

第
４
号
議
案
　
平
成
２２
年
収
支
予
算
書
∩
に
つ
い

て

第
５
号
議
案
　
理
事
辞
任
に
つ
い
て

報
告
事
項
に
つ
い
て

イ
　
平
成
２２
年
度
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
事

業
実
施
計
画
∩
に
つ
い
て

口
　
平
成
２２
年
度
シ
エ
ア
就
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

事
業
実
施
計
画
印
に
つ
い
て

ハ
　
平
成
２２
年
度
派
遣
事
業
実
施
計
画
印
に
つ
い

て

二
　
平
成
２‐
年
度
事
業
実
施
状
況

・
実
績
概
要
に

つ
い
て

第
３
回
理
事
長
“事
務
局
長
倉
鍛

平
成
２２
年
２
月
２３
日
側
に
倉
吉
市
に
お
い
て
、
第

３
回
理
事
長

・
事
務
局
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
全
国
連
合
会
会
長
会
議
と

全
国
連
合
会
事
務
局
長
会
議
の
伝
達
が
、
そ
れ
ぞ
れ

宇
野
連
合
会
会
長
と
伊
藤
連
合
会
事
務
局
長
よ
り
さ

れ
、
そ
の
後
に
、

「平
成
２２
年
度
シ
ル
バ
ー
事
業
に

対
す
る
市
町
村
の
対
応
に
つ
い
て
」
と

「公
益
社
団

法
人

へ
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
」
種
々
論
議
を
交

わ
し
ま
し
た
。

福
事祉
Я票
事
授
勁
サ
ー
ビ
ス

業
椎
追
担
当
者
研
修
倉

平
成
２２
年
２
月
１５
日
側
倉
吉
市
に
お
い
て
、
各
シ
　
ｎ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員
等
の
参
加
の
も
と
、
　

い

福
祉

・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
推
進
担
当
者
研
修

会
を
開
催
し
た
。

「子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
お
手
伝
い
」
～

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て
支
援
～
と
題
し

た
ビ
デ
オ
鑑
賞
の
後
、
硼
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
理
事

（育
児
支
援
班
班
長
）
の
松
田
　
輝
子

氏
に
よ
る

「育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
に
つ
い
て
」

の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
硼
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
の
松
本
業
務
担
当
よ
り
全
シ
協
主
催
の

「福

祉

。
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
推
進
担
当
者
研
修
会
」

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

発
表
後
に
は
、
福
祉

・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。



会 報 需 舅翼

第
２
回
通
常
理
事
会

第
２
回
通
常
総
会

第
３
回
理
事
長

・
事
務
局
長
会
議

福
祉

・
家
事
援
助
サ

担
当
者
研
修
会

―
ビ
ス
事
業
推
進

と
選
澱
疇
礎

◆
_▼子…

を す

fiロ
ト″

〔12)
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会 報 需 珂R

平咸21年度SP講習受講者デーク

定   員 受 講 者 内 訳 達 成 率 修了率
(修了者/

受講者 )

進 捗 率

最 終 現 在 受講者 修了者 途中修了不参加 受講者イ現在定員修了者1現在定員 受請者1最終定員修了者1最終定員

長期 320 320 302 264 フ 3] 9440/o 8250/o 8740/o 94.40/o 8250/o

短期 100 100 ]]3 102 5 6 ]13.00/0 102,OO/0 90.30/0 ]1300/o 10200/0

合計 420 420 415 366 12 37 9880/o 87]O/o 8820/o 98.80/0 8フ 10/o

講

習

月」

保育・子育て支援(境港)

緑地管理アシスタント(倉吉)

社会保険業務補助(倉吉)

介護2級 (倉吉)

社会保険業務補助(米子)

警備業務補助(米子)

オフィスクリーニング補助(米子)

経理事務補助(米子)

介護2級 (米子)

社会保険業務補助(鳥取)

警備業務補助(鳥取)

第2回造園アシスタント(鳥取)

第]回造園アシスタント(鳥取)

経理事務補助(鳥取)

介護2級 (鳥取)

受講者データ (長期語習)

□修了 □途中修了 □不参加

200/O 400/o

構

00/o 600/0

コ兌  上ヒ

800/0    ]000/o

ll

や

一

一

や

‥

‥

受講者データ (短期講習)

□修了 □途中修了 □不参加

講

習

月」

室内装飾アシスタント(北栄)

造園アシスタント(智頭)

造園アシスタント(南部)

室内装飾アシスタント(倉吉)

室内装飾アシスタント(米子)

200/o 400/O

構 成

600/o

上ヒ

00/0 800/o    1000/o

〔f3)



平
成
２‐
年
度

シ
エア
就
業
支
援
プ
咀
τ
７ム
事
業
実
施
状
況

平
成
２‐
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
事
業

『
シ
ニ

ア
就
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
』

（厚
生
労
働
省
鳥

取
労
働
局
の
委
託
事
業
）
は
、

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー

２
名
、
地
域
ニ
ー
ズ
開
拓
員
２
名
の
合
計
４
名
で
こ

の
１
年
間
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

以
下
に
、
そ
の
主
な
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

一
、
事
業
の
登
録
者
数
　
　
　
　
　
　
五
〇
二
名

二
、
登
録
者
の
内
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
雇
用
就
業

覗
　
　
　
　
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２０
％

需
　
　
一二
、
全
録
者
の
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
又
は
就
業
支

報
　
　
　
　
援
講
座

へ
の
参
加
率
　
　
　
　
　
　
６９
％

会
　

で
、
登
録
者
数
は
目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一屋
用
就
業
率
及
び
支
援
講
座
等

へ
の
参
加
率
は

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容

４
月
～
６
月
　
広
報
資
料
作
成

・
印
刷

会
員
募
集
用

・
企
業
団
体
用
の
チ
ラ

シ

・
登
録
申
込
書

・
相
談
記
録

・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
申
込
台
帳
等
、
所
内
事

務
の
必
要
な
書
類
作
成
。

Ｐ
Ｃ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
作
成

打
合
せ

６
月
～
７
月
　
チ
ラ
シ
等
広
報
資
料
が
出
来
上
が
り
、

事
業
の
広
報
及
び
事
業
推
進
協
力
依
頼

に
県
内
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や

関
係
機
関
等
を
訪
問
。

６
月
～
８
月
　
県
庁

・
市
役
所
の
関
係
機
関

・
公
民

館

。
自
治
会

・
市
民
利
用
施
設

（美
術

館

。
公
会
堂

。
文
化
ホ
ー
ル
等
）
訪
問
。

７
月
～
８
月
　
公
立

・
市
立
の
保
育
園

・
幼
稚
園
の

現
状
調
査
及
び
人
材

ニ
ー
ズ
調
査
。

８
月
　
　
　
　
Ｐ
Ｃ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
完
成
。

協
議
会
の
発
足
準
備
、
委
員
就
任
の
依

頼
に
各
種
団
体

・
関
係
協
力
機
関
を
訪

問
。
会
員
募
集
用

・
企
業
団
体
用
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
。

８
月
～
９
月
　
県
庁

・
市
町
村
役
場
関
係
部
門
、
社

会
福
祉
協
議
会

・
県
市
町
村
民
利
用
施

設
訪
問
。　
　
　
　
全

一
一〇
カ
所
余
）

１０
月
　
　
　
　
西
部
地
区
第
１
回
就
業
相
談
会
開
催

（会
員
８０
名
に
案
内
状
を
発
送
し
、

二
日
間
で
３９
件
の
相
談
あ
り
）

１０
月
～
１‐
月
　
企
業
団
体

へ
の
人
材

ニ
ー
ズ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

（第
１

対
象
３２７
社

回
答
９９
社
の
内
、
雇
用
計
画
２‐
社

高
齢
者
の
活
用
を
検
討
す
る
３７
社

１‐
月
～
１２
月
　
会
員
募
集
Ｄ
Ｍ

一
、
○
○
○
通
発
送

会
員
登
録
１８５
名
。

１
月
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
会
場
手
配
、
広
報

（新
聞

・
チ
ラ
シ
）

セ
ミ
ナ
ー
開
催

（１
回
西
部
）

２
月
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
開
催

（東
部
　
１
回

西
部
　
２
回
）

３
月
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
開
催

（東
部
　
１
回

西
部
　
１
回
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
開
催

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
就
業
開
拓

・
会
員
募
集
等
に

つ
い
て
は
、
鳥
取

・
米
子
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
県

下
の
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
温
か
い
ご
支

援

・
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成21年度 セミナーー覧

]月 27日 2月 9日 2月 17日 2月 25日 3月 9日 3月 16日

地  区 米   子 鳥   取 米   子 米   子 鳥   取 米   子

会  場
米 子 市

文化ホール

さ ざ ん か

会   館

米 子 市

文化ホール

米 子 市

文化ホール

さ ざ ん か

会   館

米 子 広 域

S    C

時  間
]OiOO―

12:00
]OiOO―

12:00

10:00～

1 2iOO

]0:00～

12:00

10i00～

]2:00

10:00-
1 2iOO

講  師 井 元 敏 明 三ツ國全代 福 井 正 樹 涌 嶋 博 文 福 井 正 樹 河 津 英 雄

八 □ 一

ワーク

河 原 辰 哉

(米子)

横 地 素 子

(鳥取 )

升井久美子

(米子)

高 地 孝 幸

(米子)

横 地 素 子

(鳥取 )

宮 平 弘 治

(米子)

定  員 80 30 30(50) 30(50) 50 50

受講者 34 3フ 39 36 54 53

〔!4)



1■

祠

健
康
ン
町
１
秦山

陰
労
災
病
院

栄
養
管
理
室
長

井

上

痩
せ
る
必
要
の
あ
る
方
、
無
い
方

痩
せ
た
い
、
で
も
な
か
な
か
痩
せ
な
い
。
こ
の
痩

せ
た
い
に
つ
い
て
食
べ
方
か
ら
見
て
み
ま
し
よ
う
。

取
　
　
痩
せ
た
い
気
持
ち
が
あ
る
、
で
も
本
当
に
痩
せ
た

需

　

方
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ス
マ
ー
ト
に
な
れ
ば
も

報
　

っ
と
も
て
る
。
病
気
予
防
の
為
に
痩
せ
る
よ
う
に
云

会
　

わ
れ
て
い
る
。
痩
せ
な
い
と
生
命
予
後
に
関
わ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
方
ま
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

一
般
的
に
健
康
上
痩
せ
る
必
要
の
あ
る
の
は
標
準

体
重
よ
り
２０
％
以
上
太

っ
て
い
る
肥
満
と
云
わ
れ
る

方
で
す
。
標
準
体
重
の
出
し
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、　
一
般
的
に
は

身
長

（
∪

×
身
長

（
∪

×
２２

で
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
例
え
ば
身
長

‐６０

ｃｍ
の
方
の
標
準
体
重
は
１
，
６
×
‐
，
６
×
２２
＝
５６
．
３

ｋｇ
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
の
２０
％
以
上
が
肥
満
で
す
か
ら
５６
．
３
×

‐
，
２
＝
６７
．
６

ｋｇ
と
な
り
ま
す
。
身
長
１６０

ｃｍ
の
方
の
体
重
が

６７
．監
よ
り
多
い
と
肥
満
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
身
長

と
標
準
体
重
と
肥
満
の
基
準
を
示
し
ま
す
。

「表
１

中
身
長
、標
準
体
重
と
肥
満
の
基
準
」

痩
せ
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
か

痩
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な

っ
た
時
に
考
え
た
い
の

は
、
痩
せ
る
こ
と
は
良
い
こ
と
な
の
か
と
云
う
こ
と

で
す
。
確
か
に
太

っ
て
い
る
方
は
痩
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
身
体
の
方
は
そ
う
は
思

っ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
人
類
は
数
十
万
年
の
昔
か
ら

餓
え
と
の
戦
い
だ

っ
た
の
で
す
。
人
類
が
野
山
を
駆

け
め
ぐ

っ
て
食
べ
物
を
集
め
て
い
た
時
に
、
食

べ
物

が
少
し
見

つ
か
ら
な
い
だ
け
で
体
力
が
落
ち
て
し
ま

う
よ
う
な
人
は
今
に
生
き
残

っ
て
い
な
い
の
で
す
。

食
事
量
が
減

っ
た
ら
、
身
体
の
方
に
痩
せ
な
い
防

御
反
応
が
働
い
て
痩
せ
な
い
努
力
を
し
て
い
る
の
で

す
。
よ
く
言
わ
れ
る
リ
バ
ウ
ン
ド
は
身
体
の
防
御
反

応
の
ひ
と
つ
で
す
。
食
事
量
を
減
ら
す
と
体
重
が
減

り
ま
す
。
身
体
の
方
は
餓
え
を
感
じ
て
体
重
が
減
る

の
は
良
く
な
い
と
判
断
し
何
と
か
体
重
が
減
ら
な
い

よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
に
、
少
し
食

べ
る
量
が
増
え
て
き
ま
す
と
、
身
体
の
方
は
千
載

一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
減

っ
た
体
重
を
早
く
元

に
戻
そ
う
と
し
ま
す
。
こ
れ
が
リ
バ
ウ
ン
ド
で
す
。

リ
バ
ウ
ン
ド
し
に
く
い
よ
う
に
減
量
す
る
に
は
、
身

体
が
餓
え
を
感
じ
な
い
よ
う
な
ゆ
る
や
か
な
ダ
イ
エ

ッ
ト
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
れ
は
無
理
を
し
な
い
こ

と
で
す
。

痩
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

体
重
は
食

べ
て
い
る
量
と
、
身
体
を
動
か
し
て
使

っ
て
い
る
量
の
差
が
体
重
に
な
り
ま
す
。
使
う
量
よ

り
食
事
量
が
多
い
方
は
太

っ
て
き
ま
す
。
食
べ
る
以
　
剪

上
に
身
体
を
動
か
し
て
い
る
と
痩
せ
て
き
ま
す
。　
　
　
い

実
は
身
体
が
使

っ
て
い
る
量
は
変
わ

っ
て
い
く
の

で
す
。

痩
せ
た
い
と
思

っ
て
食
べ
る
量
を
減
ら
す
と
、
身

体
は
痩
せ
な
い
努
力
を
開
始
し
ま
す
。
食
べ
て
く
れ

な
い
の
で
あ
れ
ば
使
う
量
を
減
ら
そ
う
と
し
ま
す
。

例
え
ば
、
髪
の
毛
や
爪
を
伸
ば
し
た
り
す
る
速
度
を

少
し
ゆ
る
め
た
り
、
体
温
を
少
し
下
げ
た
り
し
て
、

身
体
が
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
、
い
わ
ゆ
る
基
礎
代
謝

を
減
ら
し
て
痩
せ
な
い
努
力
を
し
ま
す
。

ダ
イ
エ
ツ
ト
を
し
て
体
重
が
減
る
時
に
筋
肉
も
少

し
減
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
筋
肉
量
が
減
る
と
同
じ

よ
う
な
生
活
を
し
て
い
て
も
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が

減

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
繰
り
返
す
た
び
に
使
う

～
～生

′Fヨ

身長

(cm)

標準体重

(kg)
月巴渭断(kg)

145 46.3 55.6以上

]50 49.5 59.4以上

155 52.9 63.5以上

160 56.3 6フ .6以上

165 59,9 フ].9以上

]フ0 63.6 フ6.3以上



エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
減
り
、
痩
せ
に
く
い
身
体
を
作

っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ダ
イ
エ
ツ
ト
を
繰
り
返
し
て
い
る
方
が

「私
は
水

を
飲
ん
で
も
太
る
の
よ
」
と
い
っ
て
、
少
し
し
か
食

べ
て
い
な
い
の
に
痩
せ
な
い
の
は
こ
の
基
礎
代
謝
が

下
が

っ
た
り
、
筋
肉
量
が
減

っ
て
い
る

方
だ

っ
た
り
し
ま
す
。

ダ
イ
エ
ツ
ト
を
繰
り
返
し
て
、
下
が

っ
て
し
ま

っ
た
基
礎
代
謝
や
筋
肉
量
を

上
げ
る
に
は
ス
ポ
ー
ツ
等
を
行
い
、
活

動
的
な
生
活
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、　
一
旦
下
が

っ

た
基
礎
代
謝
や
筋
肉
量
は
簡
単
に
は
上

が

っ
て
く
れ
な
い
よ
う
で
す
。
な
ぜ
な

ら
年
齢
と
と
も
に
活
動
的
な
生
活
に
制

約
が
出
て
く
る
方
が
多
い
か
ら
で
す
。

無
理
し
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
繰
り
返
さ
な
い
こ
と

が
成
功
の
秘
訣
で
す
。
短
期
間
は
で
き

て
も
、
す
ぐ
終
わ

っ
て
し
ま
う
よ
う
な

方
法
は
、
痩
せ
に
く
い
身
体
を
鍛
え
て

い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
長
く
続
く
も
の
を
選
ん
で
欲
し
い

の
で
す
。

今
す
ぐ
痩
せ
な
い
と
命
が
危
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
方
は
別
に
し
て
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
無
理
し
な
い
方
法
を
選
ん
で

欲
し
い
の
で
す
。

無
理
し
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
方
法
の
ひ
と
つ
に
、
行

動
療
法
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
食
べ

過
ぎ
る
生
活
に
つ
い
て
表
に
示
し
ま
す
。
こ
こ
に
書

い
て
あ
る
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
と
食
べ
過
ぎ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
い
き
な
り
該
当
す

「表
２

中
食
べ
過
ぎ
る
チ
ェ
ッ
ク
表
」

る
項
目
を
ゼ

ロ
に
し
な
さ
い
と
は
云
い
ま
せ
ん
が
、

ひ
と
つ
で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
食

べ
過
ぎ
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
チ

ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
く

つ
当
て
は
ま
る
物
が
あ
り
ま
し
た
か
。

会 報 需 舅R

買う物を決めなしヽで買い物に行く

おいしそうな物 |よつい買つてしまう

料理 |よ多めに作つてしまう

イライラすると食べてしまう

他の人が食べているとつられて食べる

菓子や果物を身近に置いている

果物や菓子があるとつい手が出る

もったいないと思うと食べてしまう

残り物 |よ食べてしまう

食後でも好きなものなら入る

食べ週ざを人から注意される

早食いである

あまり噛まなしヽ

麺類が好き

濃い日未が好みである

大[[[lに 好きな量を取つて食べる

鍋物や焼き肉が好き

油濃いものが好き

和食より洋食が好き

食事の時間が不規則である

夕食 |よ遅いほうだ

三命の食事以外にF匡日食をする

夜食を食べる

朝食は少ない。又は、食べない

]日の中で夕食がいちばん豪華だ
|

甘いものには目がなしヽ

果物 |よ身体によいのでよく食べる

好き嫌いが多い

国当たりのよしヽ飲料が好き

冷蔵庫に食べ物が少ないと不安になる

〔16)



硼
鳥
取
市
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
　
‥―‥【　
一嶋
　
仁
Ｂ　
空思

鳥
取
市
は
、
平
成
１６
年
１１
月
１
日
に
、
国
府
町
、

福
部
村
、
河
原
町
、
用
瀬
町
、
佐
治
村
、
気
高
町
、

鹿
野
町
、
青
谷
町
と
の
９
市
町
村
合
併
に
よ
り
人
口

２０
万
人
を
超
え
る
特
例
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

本
市
に
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加

盟
認
定
を
目
指
す
鳥
取
砂
丘

。
日
本
最
大
の
池

・
湖

山
池
、
白
兎
海
岸
、
三
滝
渓
、
因
幡
万
葉
歴
史
館
、

青
谷
上
寺
地
遺
跡
、
鳥
取
温
泉
、
浜
村
温
泉
、
吉
岡

温
泉
、
鹿
野
温
泉
、
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
な
ど
、
名

所

・
旧
跡

・
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
沢
山
あ
り
、

中
で
も
鳥
取
砂
丘
で

行
わ
れ
て
い
る

「砂

の
美
術
館
」
は
、
県

内
外
か
ら
の
観
光
客

等
に
大
変
好
評
で
す
。

鳥
取
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和
５６
年
７
月
１
日

に
設
立
さ
れ
、
昨
年

度
の
会
員
数
は
七
百

三
十
四
人
で
、
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
契
約
金
額

は
二
億
四
千
五
十
七
万
六
千
円

（前
年
度
対
比
百
三

・
二
％
）
、
就
業
率
は
九
十

二

・
四
％

（就
業
実
人

員
六
百
七
十
八
人
）
で
前
年
度
を
四

・
六
ポ
イ
ン
ト

上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、

５
月
に
開
催
さ
れ
た
総
会
で
は
、

「公
益

社
団
法
人

へ
の
移
行
に
つ
い
て
」
か
ら
、
関
連
す
る

「定
款

・
諸
規
程
変
更
の
案
」
ま
で
全
て
の
議
案
の

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
公
益
社
団

法
人
認
定
の
申
請
に
向
け
て

一
層
の
努
力
を
行

っ
て

ま
い
り
ま
す
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会

の
担
い
手
と
し
て
シ
ル
バ
ー
事
業
に
参
画
す
る
会
員

の
た
め
、
知
識
や
経
験
を
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
就

業
の
場
の
確
保

・
体
制
の
確
立
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
行
財
政
改
革
等
に
よ
り
、
公
益
法
人
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中

『自
主

・
自
立

・
共
働

・

共
助
』

の
基
本
理
念
の
も
と
、
地
域
社
会
か
ら
信
頼

さ
れ
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し

ま
す
。

日
野
阿
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

霧

星

生

田

良

和

日
野
町
は
、
鳥
取
県
の
西
南
部
に
位
置
し
、
岡
山

県
と
県
境
を
接
し
、
出
雲
街
道
の
宿
場
町
で
本
陣
跡

も
あ
る
要
所
で
あ
っ
た
。
最
近
で
は
、
県
鳥

「お
し

ど
り
」
の
飛
来
地
と
し
て
、
ま
た
開
運
、
金
運
を
求

め
て
多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ
う

「金
持
神
社
」
は
全

国
的
に
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
町
は
高
齢
化
率
６０

％
超
と
過
疎
と
高
齢
化

の
進
む
町
で
す
。

日
野
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

１１
年
１２
月
に
設
立
さ
れ
、

高
齢
者
家
庭
の
作
業
を

担

っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
数
は
３９

名
、
少
数
精
鋭
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
平
成
２‐

年
度
の
受
注
件
数
は
１９８
件
、
就
業
延
人
数
も
７‐０
人
、

契
約
金
額
４０‐
万
円
と
前
年
度
よ
り
２０
％
の
減
少
と
な
　
刊

り
ま
し
た
。
作
業
内
容
の

一
番
は
、
草
刈
、
続
い
て
　
い

墓
所

。
庭
の
除
草
で
、
昨
年
、
初
め
て
依
頼
さ
れ
た

の
が
自
家
用
菜
園
の
耕
起
か
ら
野
菜
の
収
穫
ま
で
の

一
貫
作
業
で
し
た
。
こ
う
し
た
高
齢
者
家
庭
、
或
い

は

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
信
頼
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る

作
業
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
公
益
法
人
制
度

は
取
り
入
れ
ず
、
自
主
運
営
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

受
注
手
数
料
は
高
い
率
と
は
な
り
ま
す
が
、
利
用

者
の
理
解
と
単
町
補
助
金
で
運
営
は
成
り
立

っ
て
い

る
状
況
で
す
。
し
か
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
期
待
さ
れ
る
利
用
者
と
、
豊
富
な
知
識
と
経
験

・

技
術
を
備
え
た
会
員
の
皆
様
で
作
る

「活
力
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
た
目
標
達
成
に
向
け
、

一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。



マ
コ
モ
グ
ケ
と
正
日
飾
り
の
コ
フ
ボ

側
岩
美
町
シ
ル
パ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

小

谷

正

邦

我
が
町
岩
美
町
で
は
、
数
年
前
か
ら

「マ
コ
モ
ダ
ケ
」

を
特
産
物
に
育
て
る
取
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
町
内
で
は
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、
周
知

さ
れ
て
い
な
い
作
物
で
し
た
の
で
、
試
験
的
に
栽
培
し

て
試
食
品
を
つ
く
っ
た
り
し
て
、
普
及
に
努
め
て
い
ま

し
た
。

正
月
の
玄
関
飾
り
は
伝
統
文
化
で
あ
り
、
昔
は
農
村

で
は
各
戸
で
自
作
す
る
も
の
で
し
た
が
、
今
で
は
す

っ

か
り
購
入
す
る
の
が
当
た
り
前
に
な
り
、
つ
く
る
技
術

を
持

っ
て
い
る
人
が
数
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
数
年
前
か
ら
藁
を

使

っ
た
し
め
飾
り
の
講
習

会
な
ど
で
伝
統
継
承
に
注

力
し
て
い
ま
し
た
。

「
マ

コ
モ
ダ
ケ
」
の
収
穫
後
の

葉
を
使

っ
て
正
月
の
玄
関

飾
り
を
作

っ
て
販
売
す
る

こ
と
で
、
「
マ
コ
モ
ダ
ケ
」

の
Ｐ
Ｒ
の
手
助
け
は
出
来

な
い
だ
ろ
う
か
と
、
町
や

生
産
者
の
方
々
な
ど
、
関

係
機
関
と
相
談
し
て
、
事

業
と
し
て
製
作

・
販
売
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
を
中
心
と
し
て
、

こ
の
取
組
み
を
始
め
て
今

年
で
３
年
に
な
り
ま
す
が
、

町
内
は
も
と
よ
り
、
鳥
取

市
内
な
ど
か
ら
も
ご
購
入

い
た
だ
き
、
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
会
員

の

「技
」
と
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の

「組
織
力
」
で
町
の
特
産
品
づ
く
り
に

微
力
な
が
ら
、
協
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
も
、
「
マ
コ
モ
ダ
ケ
」
の
植
え
付
け
も
終
わ
り
、

や
が
て
来
る
９
月
の
収
穫
期
ま
で
に
は
、
会
員
か
ら
更

に
作
り
手
を
募
り
、
製
作
個
数
を
少
し
ず

つ
で
も
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
協
力
の

も
と
、
会
員
の
趣
味
を
活
か
し
つ
つ
、
文
化
の
継
承
と

実
益
あ
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

気
紛
れ
か
ら
出
た
趣
臆

硼
大
山
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

ち
と
せ

人
と
仕
事
に
悩
ま
さ
れ
５２
歳
で
自
主
退
職
す
る
こ
と

を
決
め
、
退
職
届
を
持
か
し
た
と
こ
ろ
、
何
か
目
的
が

あ

っ
て
退
職
す
る
の
か
と
問
わ
れ
る
。

つ
い
出
た
言
葉

が

「お
茶
を
仕
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
い
っ
て

し
ま
う
。
後
で
考
え
れ
ば
大
変
な
言
葉
で
あ
る
。
私
は

小
さ
い
頃
よ
り
父
に
頭
が
悪
く
、
不
器
用
で
あ
る
の
で

「何
も
出
来
な
い
か
ら
、
た
だ
座

っ
て
い
れ
ば
よ
い
」

と
言
わ
れ
、
自
分
か
ら
何
か
進
ん
で
す
る
な
ど
考
え
た

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
さ
い
頃
、
祖
父
に
習

っ
た
お
茶
の
こ
と
を
思
い
出

す
。
祖
父
や
両
親
が
い
な
く
な
っ
て
、
や
っ
と
自
分
で

考
え
出
し
た
言
葉
で
あ
る
。

４
月
初
め
退
職
、
そ
の
足
で
気
に
致
し
て
い
た
先
生

の
所
に
行
き
、
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
軌

道
に
乗

っ
た
頃
先
生
が
病
気
に
な
ら
れ
る
。
傷
口
よ
り

膿
が
出
、
そ
れ
を
拭
き
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、

時
に
は
横
に
な
ら
れ
た
ま
ま
習

っ
た
り
致
し
ま
し
た
。

習
い
始
め
て
３
年
目
に
他
界
さ
れ
、
次
に
で
あ
っ
た
先

生
に
許
状
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お
茶
を
仕
上

げ
た
事
で
趣
味
が
広
が
り
、
お
茶
に
使
用
す
る
鳥
紗
や

古
吊
紗
、
茶
碗
袋
な
ど
を
作

っ
て
い
る
内
、
針
を
持
つ

こ
と
が
好
き
に
な
り
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
広
が
り
ま
し
　
剪

た
。
ま
た
、
お
茶
会
に
出
か
け
床
の
軸
物
を
拝
見
い
た
　
い

し
た
り
、
花
生
け
を
見
た
り
で
、
字
に
興
味
を
持
ち
、

公
民
館
サ
ー
ク
ル
で
習
字
を
習

っ
た
り
、
若
い
頃
に
習

っ
て
い
た
花
を
見
直
し
た
り
、
趣
味
が
広
が
り
友
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
自
分
に
も
自
信
が
付
き
、
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
、
障
子
張
り

を
友
と
い
た
し
、
他
部
落
に

障
子
を
取
り
に
行
く
と
き
な

ど
家
並
み
を
見
た
り
、
そ
の

家
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

よ
き
勉
強
と
な
り
ま
す
。
何

も
考
え
な
い
で
い
っ
た
言
葉

か
ら
自
分
の
第
二
の
人
生
が

始
ま
り
、
今
で
は
楽
し
く

。

忙
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
る

初
老
で
ご
ざ
い
ま
す
。

福

見
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会
長

の
広
場

一
琵
缶
ω
曇
笠
ど

一

硼
智
頭
町
シル椒腑セ

ンタ
ー

谷

口

好

子

私
は
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
早
九
年
、

高
齢
に
も
な
り
、
こ
こ
数
年
は
日
々
元
気
で
、
畑
で

農
業
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
事
務

所
の
方
か
ら
、
智
頭
病
院
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
の

洗
濯
の
仕
事
を
し
て
み
な
い
か
？
と
の
お
話
を
頂
き
、

「有
り
難

い
」

「高

齢
な
私
で
も
、
誰
か

の
為
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
け
る
」
と
思

い
、
感
謝
の
気
持
で

楽
し
ん
で
洗
濯
に
行

か
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

週

一
度
の
洗
濯
に

行
く
私
を
楽
し
み
に

待

っ
て
下
さ
る
方
々

に
、
私
は
笑
顔
と
元

気
を
た
く
さ
ん
与
え

て
い
る
つ
も
り
で
い

ま
し
た
が
、
気
が
つ

け
ば
、
私
自
身
が
元
気
を
頂
い
て
い
る
の
だ
と
実
感

す
る
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
こ
れ
か
ら

も
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
元
気
で
体
が
動
く
う
ち

は
、
お
仕
事
を
続
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
私
の

「元
気
の
み
な
も
と
」
だ
か
ら
。

一ン
た
ド
ー
伐
嚢
と
な
り

布
宰
し
椎
大
生
セ
一

硼
北
栄
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

林

　

　

芳

雄

永
年
勤
務
し
た
職
場
を
退
職
す
る
ま
で

は

「何
処
に
も
勤
め
な
い
で
家
で
ゆ

っ
く

り
過
ご
し
て
、
趣
味
な
ど
や
り
た
い
こ
と

を
や
り
な
が
ら
気
楽
に
生
活
す
る
」
こ
と

を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
定
年
退
職

し
、
そ
の
立
場
に
な

っ
て
し
ば
ら
く
経

っ

た
と
き
、
ふ
と

「明
日
も
こ
れ
、
そ
の
次

も
こ
れ
、　
一
ヶ
月
先
、
半
年
先
も
こ
れ
、

こ
れ
か
ら
先
ず

っ
と
こ
の
生
活
の
ま
ま
か
。」

と
思

っ
た
と
き

「こ
の
ま
ま
で
は
、
た
だ

単
に
年
齢
を
重
ね
る
だ
け
で
、
惚
け
る
か

病
気
に
な

っ
て
し
ま
う
の
か
？
」
と
思

っ

た
と
き
、
勤
め
先
が
あ
り
、
そ
の
職
場
に

４
年
９
か
月
間
勤
め
ま
し
た
。

そ
こ
を
退
職
し
、
ｌ
ヶ
月
ほ
ど
家
で
過

の
方
が
健
康
維
持
に
又
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
と
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
設
備
も
器
具
も
整
備
さ
れ
て
い
て
、

健
康
管
理

・
気
力

・
体
力
の
強
化
に
大
変
役
立

っ
て

い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
第

一
線
か
ら
第
二
の

人
生
を
送
り
、
健
康
維
持

・
老
化
防
止
の
た
め
に
、

永
年
培

っ
て
き
た
様
々
な
技
術

。
能
力
を
活
か
し
な

が
ら
、
世
の
中
の
役
に
立
ち
、
生
き
が
い
に
も
な
り
、

健
康
で
楽
し
い
人
生
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
大
切
な

施
策
だ
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
多
く
の
方
々
が
登
録

さ
れ
、
充
実
し
た
人
生
を
送
ら
れ
ま
す
よ
う
切
望
し

ま
す
。

私
も

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

。蒼甚t▼

璽
二
直■
纂

ご
し
て
い
た
と
き

に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
電

話
が
あ
り
、　
ズ
穴

員
登
録
し
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
こ

と
で
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
夕

方
の
施
設
管
理
を

シ
ル
バ
ー
が
請
け

負
い
、
他
の
会
員

と
交
代
制
で
働
か

せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
幼
稚
園

児
か
ら
高
齢
者
ま
　
”

で
幅
広
い
年
齢
層
　
田
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理
事
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米
　
子
　
市博

田

不
二
雄

６
月
８
日
か
ら
１８
日
ま
で
延
べ
９
日
間
の
講
習
で

し
た
。「ワ

ー
ド
」

「
エ
ク
セ
ル
」

「パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
」

そ
し
て

「会
計
ソ
フ
ト
」
の
入
力
を
中
心
と
し
た
内

容
で
、
受
講
者
は
老
若

男
女
併
せ
て
計
２５
名
。

事
務
局
か
ら
の

「楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

し
て

一
つ
で
も
覚
え
て

い

っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
の
言
葉
に
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
、
自
己
紹
介
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
パ
ソ
コ
ン

に
さ
わ

っ
た
こ
と
の
な

い
方
か
ら
経
験
者
ま
で
、

幅
広
い
方
々
で
レ
ベ
ル

の
差
も
あ
り
そ
う
。

私
自
身
は
パ
ソ
コ
ン

・
経
理
と
も
に
経
験
者

で
す
が
、
見
よ
う
見
真

似
で
覚
え
た
も
の
で
、
系
統
立

て
て
学
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
こ

の
機
会
に
基
礎
か
ら
と
思
い
参

加
い
た
し
ま
し
た
。
や
は
り
基

本
は
大
切
で
、
忘
れ
て
い
た
こ

と

・
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
数

多
く
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
基
礎

コ
ー
ス
で
、

講
師
の
方
も
親
切
丁
寧
に
説
明

さ
れ
、
ま
た
テ
キ
ス
ト
も
初
心

者
向
け
の
分
か
り
や
す
い
も
の

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
こ
の

内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
大
変
で
し
た
。

私
の
場
合
、
経
験
が
あ

っ
た
の
で
多

少
ま
し
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
初
め
て

の
方
は
さ
ぞ
か
し
大
変
で
あ

っ
た
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
時
間
が
あ
れ

ば
、
も

っ
と
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
励

ま
し
合
い
、
１
名
の
落
伍
者
も
な
く
修

了
証
書
を
授
受
で
き
た
こ
と
は
、
受
講

者
全
員
の
熱
意
と
努
力
の
賜
で
あ
り
、

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
全
員
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
に
あ

っ
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
図
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

み
な
さ
ん
本
当
に
熱
心
で
出
席
率
は

ほ
ぼ
百
％
。

中
に
は
根
を
つ
め
る
あ
ま
り
一月
こ
り

？
腱
鞘
炎

？
に
な
ら
れ
た
方
も
あ

っ
た

く
ら
い
で
す
。

こ
の
感
想
文
は

「手
書
き
」
で
は
な
く
、

こ
の
講
習
会

の
成
果
と
し
て
、
私
自
身

が

「
ワ
ー
ド
」

で
し
た
た
め
た
も
の
で
す
。
就

職
は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
技

術
で
も
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今

回
の
成
果
を
発
揮
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。最

後
に
、
こ
の
講
習
会
を
ア
レ
ン
ジ
し
て

た
だ
い
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ら

に
講
師
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

・
ユ

　

・
≡」一

≡
´
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第

一
９
せ
口
７
ン
ス
タ
ン
ト

導
誓
セ
受
講
し
て

鳥
　
取
　
市谷

口

大

和

カ
チ
、
カ
チ
、
カ
チ
、
鬱
陶
し
い
梅
雨
空
を
吹
き

飛
ば
す
、
こ
の
よ
う
な
軽
快
な
音
色
。
剪
定
バ
サ
ミ

が
躍
動
す
る
。
何
と
も
心
地
の
よ
い
音
で
あ
る
。

渡
辺
造
園

・
伊
藤
先
生
を
講
師
と
す
る
九
日
間
の
造

園
講
習
は
三
日
目
を
迎
え
た
。

ど
う
し
た
訳
か
、

セ
ン
タ
ー
よ
り
私

に
本
講
習
の
感
想

を
書
け
と
の
難
問

が
与
え
ら
れ
た
の

で
、
こ
の
九
日
間

を
追

っ
た
。
６
月

２‐
日
か
ら
始
ま

っ

た
講
習
は
、

１０
時

間
の
座
学
で
庭
木

に
つ
い
て
の
基
礎

知
識
を
学
習
し
、

残
さ
れ
た
時
間
で

剪
定
と
整
枝
の
方

法
に
関
す
る
実
習

が
あ

っ
た
。
最
後

に
、
日
本
庭
園
に
は
付
き
も
の
の
竹
垣
の
作
り
方
を

学
ん
だ
。

私
は
、
理
科
系
の
人
間
で
植
物
が
好
き
で
、
剪
定

や
家
庭
菜
園
な
ど
を
趣
味
的
に
や

っ
て
い
る
。

こ
の
講
座
で
学
ん
で
み
る
と
、
な
ん
と
い
い
加
減

な
剪
定
で
、
我
が
家
の
庭
木
を
い
じ
め
て
い
た
こ
と

か
と
、
謝
り
た
い
気
持
ち
で
あ
る
。
庭
木
の
管
理
と

し
て
剪
定
、
各
種
の
障
害
防
除
、
施
肥
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行

っ
て
や
る
こ
と
が
肝
心

で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
思
い
つ
い
た
時
期
に
原
則
も

ほ
と
ん
ど
無
視
し
て
、
美
観
だ
け
を
求
め
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

こ
の
講
座
を
通
じ
て
、
生
物
的
な
要
素

・
美
観
的

な
要
素
に
関
し
て
、
い
く
ら
か
の
知
識
が
身
に
つ
い

た
の
で
、
今
後
は
多
少
な
り
と
も
樹
木
を
泣

か
せ
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、
接
し
て
い
け
る

と
思
う
。
こ
れ
を
契
機
に
も

っ
と
知
識
を
増

や
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

こ
の
講
習
を
受
講
し
て
、
素
人
が
即
、
庭

園
技
術
者
の
お
手
伝
い
が
完
璧
に
で
き
る
わ

け
は
な
い
が
、
講
習
を
聞
き
、
知
識
を
得
、

受
講
生
仲
間
と
の
交
流
の
中
か
ら
新
し
い
考

え
を
模
索
す
る
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
あ

っ

た
と
感
じ
た
。

セ
ン
タ
ー
と
の
ふ
れ
あ
い
、
仲
間
と
の
ふ

れ
あ
い
の
中
か
ら
就
業
に
結
び

つ
け
ば
、
最

も
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
、
こ
の
九
日
間
は
梅
雨
時
期
の
最
中
で
、

体
力
的
に
は
厳
し
い
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
有
　
向

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。　
　
　
ω

お
世
話
に
な
っ
た
講
師
先
生
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

嘔

子
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名 称 T 所  在  地 電 話 FAX 代表者

lネJ鳥取市シルバー人材センター 680-0845 鳥取市富安2-10牛 1 0857-22-0050 0857-22-0051 木島敏行

硼米子広域シサレlヽ一人材センター 683-08]] 米子市錦田丁1-110 0859-32-2633 0859-32-5823 宇野治巳

l女J倉吉市シルバー人材センター 682-0816 倉吉市駄経寺田丁2-8-1 0858-22-0870 0858-23-6101 中林正樹

硼境港市シルバー人材センター 684-0034 境港市昭和田丁]]-22 0859-4フー4540 0859-47-4541 西村岩市

lネJ南部広域シザレブヽ一人材センター 683-0351 西伯郡南部田丁法勝寺170 0859-66-4011 0859-66-5330 安達幸男

lネ〕智頭日丁シサレ,ヽ一人材センター 689-1402 八頭郡智頭田丁智頭1795-1 0858-75-0170 0858-75-2366 小林買夫

lネ劃岩美田丁シルバー人材センター 681-0003 岩美郡岩美田丁浦富10411 0857-72-2511 0857-72-2512 谷 口幹彦

硼湯梨浜田丁シサレブヽ一人材センター 682-0712 東伯郡渇梨浜田丁上浅津123-2 0858-35-4130 0858-35-4130 足 立 春人

lネJ琴浦田丁シルバー人材センター 689-2352 東伯郡琴浦田丁浦安152-3 0858-52-1001 0858-52-1004 足立慎夫

“

J北栄田丁シルバー人材センター 689-2103 東伯郡北栄田丁田井46-2 0858-36-6220 0858-36-6227 日置勝彦

lネ→大山田丁シザレブヽ一人材センター 689-3332 西伯郡大山田丁末長269-1 0859-53-4787 0858-53-1310 近藤 昭夫

(―・社)

八頭田丁シルバー人材センター 680-0463 八頭郡八頭町宮谷25牛 1 0858-72-3351 0858-72-3351 衣笠春寿

江府田丁シルバー人材センター 689-4413 日野郡江府田丁州河崎62 0859-75-3211 0859-75-3211 宇田川 勉

日野田丁シルバー人材センター 689-5131 日野郡日野田丁黒坂1247-1 0859-74-0870 0859-74-0365 恩田孝雄

日南田丁シルバー人材センター 689-5211 日野郡日南田丁生山357 0859-82-0223 0859-82-0223 矢吹隼之

三朝日丁シルバー人材センター 682-0152 東伯郡三朝日丁本泉359-1 0858-43-1883 0858-43-1883 馬 野 忠 嗣
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表
紙
の
こ
と
ぼ

「花
回
廊

（
フ
レ

ン
チ

マ
リ
ー
の
丘
と

夏
本
番
、
青
い
空
と
白
い
雲
の
下
、
花
の
丘
の
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
が
見
頃
で
す
。

イ
エ
ロ
ー
と
オ
レ
ン
ジ
の
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、

見
る
人
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

丘
の
上
の
方
に
上
が
れ
ば
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
向
こ
う

に
は
大
山
の
雄
姿
も
眺
望
で
き
ま
す
。

あ

と

が

き

今
回
も
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
第
二
十
三

号
が
発
行
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
も
っ
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

最
近
、
全
国
的
に
猛
暑
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
山
陰
地

区
で
も
同
様
で
、
特
に
米
子
市
で
は
日
本
全
国
で
第

一
位
と

い
う
あ
ま
り
嬉
し
く
な
い
記
録
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
ま
め
に
水
分
と
塩
分
を
補
給
し
て
、
熱
中
症
の
予
防
を

し
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


